
（別記）

２０２４ 年度鬼ゴヒＩＴ良案ｉｌｉｔ協議会水Ｅ日収ａ力強４ヒビジョン

１　 １ｔ１１域の作物作付の現状、 ｔ域が抱える課Ｓ

当該地域は。 農林業を中むに発展し、水Ｅ日 にｌ：！ｉめる圭食Ｊｉｌ水稲作イ才ｉｉ積の割合が約

６０ ９も で、 転作作物は野菜・ 果樹が多い。　ＸＦ ｊｉ！ｔ域と キ＼ＭＷ地域に分かれてお り、 ｉｌ ｊｌ！ｔ域

では水稲、野菜が主な作物であるが、中はＪ間ｔ域では、 柚子、栗、野菜が圭な作物となっ

ている。 東路は。 回丁 ｜大ｌの ２つの■のＳＩＲ と農Ｓへのｉ荷が圭であり 、ｔ域｜大｜での消費が１

い。 最近ではｌｌｒ外の和菓子メーカーと連携協定を結び、ｍＴＩブ９のＳをｉ荷している。

ｉ１１年では農家の高齢化や兼業化のまｆｉが著しく 、小規模農家が１いため、 担い手への土

地の集積を進めている とこ ろである。マ・ｊｌ！ｔ域においても未整備の圃場は土ｊきの借り手が

なく 、農家数の減少や将来の担い手；；Ｆ■による荒廃農ｊきの増加が深刻化している状ＩＲであ

る。 こう した 中、 水稲作付Ｓ積の維持が課題 とな って いる。

また中ＵＪ間ｔ域を中むに、サル、 シカ、イ ノシシ等の鳥獣害による農作物の被害も１

く、 防護柵の設置も進めているが、 まだまだ十分とはいえず、 高齢化による狩猟者数の減

夕もあり 、鳥獣害の被害が増加 している こと も荒廃農ｔの増加の一［ｉ］と なっている。

２　 咼収益作物の導入や転換作物等の付加価値の 「ａ」上等に よる 収益力
強４ヒに ［白］けた産ｌｔ！！ としてのミ組方針 一目標

Ｅ■在、 きｌＴにおいては農家の高齢化のまぞｉが著 しく 、水日ヨ の白 日、保を管ミ等の荒廃農ｔ

が増加しつつある。そのよ うな中で、担い手農家をｑコむに農ｔ集積を行いながら、 農ｔを

適ち７Ｊ に管ＥＥＩしていく必Ｗがある 。　 ＪＡ の推奨イヤ物、ａびＭｉｍＴの振興搾物 １０ 品目の推進をｆｉ－い

ながら、 ｍＴ内農家の大牛がｉ荷・ ほ売を；ほっている２ つの道の駅へのｉ荷の増加を促すｏ

３　 ■ｊ・ｔ！１ ・ｆヒを含めた水ｍの有効 ｌａｌｊ Ｊｉｌに 『ｌｉｌ けた 産ｊ・ｔ１１ とし てのミ組方針 一目標

現在、管 ｌ：大ｌ で畑ｔ化はｆｉつ ていない。中 口」 『ＭＩ地域における荒廃農地を増やさないため

に、 ｔ目い手農家を中むに農地集積を；ほい、ｉｍＴの振興品 目である 「Ｘ」。 「ＳＩ子」の搾イ才け

を行いながら畑ｔ４ヒの促進を回る。ブロッ クローテーシ ョンについて も現在のとこ ろ行っ

ていない。これはローテーショ ンの体系を構築しやすい大規模なを備済み圃場が少ないこ

とが要因であ る。

４　 作物 ごと のミ組方針等

（１ ）圭食Ｊｉｌ米

コシ ヒカ リ、 あき たこ まち 、ヒ ノヒ カリ 、に こま るが圭で あり 、平 ｊｉ！ｔ域を 中む

にコ シヒ カリ の早期栽培を実施している。前年の需要動「白」や集荷業者等の意自を勘

案し つつ 、米の生産を行うｏ

令和元；年度より 始ま ったｌ育成米 「ひめの凛」 の・産・ 販売の拡大を促進する。

（２ ）非主食ＪＥ目米

ア　 飼料Ｊｉｌ米

ｉ回丁特産品のキジを飼育するキジ農家で、 キジヘの飼料として飼料Ｊｉｌ米をＳぜ

て給餌している。 また、を農をｉｉ じてのミ祖も推ましている。圭食Ｊｉｌ米からの転

作を進めながら、 担い手へのｔｔの集積も進めて作イ才けを拡大してい く。

イ　 ＷＣＳ用稲

ｍｌｒｌ大Ｉ畜産農家からの需Ｒがある。圭食Ｊｉｌ 米か らの転搾をｌｌめなが ら、 担い手へ



の土ｊきの集積も進め、作やｔけを拡大 していく。

ウ　 加工用米

県｜大ｌ 冷凍食ＩＳメ ーカ ーへの供給と してＳ組がｉてきてお り、 今後も圭食Ｊｉｌ 米か

らの転作を進めながら作Ｍ・けを拡大してい く。

（３ ）麦、大２ｉ、飼料作物

麦、 大：ｉに関しては、ま産性が低 くミ組は少な いが、適期播種に より ま産性『ａｌ上

を回 り、 現ｆｉの作Ｍ・ｉｉ積を維持する。

飼料作物に関 して は、 圭食Ｊｌｌ米から の転作を進めなが ら、 担い手への土ｔの集積

と合わせ て、 作付 けを拡大 して いく。

（４ ）そ ば、 なたね

そばは、 ｔｔｌはゆな くｌ 人丿肖費が１ いが、転搾と して 農１ｔ！！を 保を して いく ため

にも：ｌ要であり 、現行の作｛才ｉｉ積を維持する。

なたねは、弗Ｍ一環境が当ｍＴに適 していないので、 ミ組をｆｉつ ていない。

（５ ）ｊき力 増進作物

ｔ力増進作物につ いて は、 肖回丁に おいて一般白そＪ に普ａは して いな いが、水稲の作

やｔ を一。目。休止し：再：開する場合の緑Ｓ効果が期待でき 、４ヒ学ｌ！料に頼る こと なぐｐｉ開

できるため作Ｍ・ け希望者がいれば推進していく。

（６ ）高 ｊｌ又ａ ・ｆｌ≡物

ア　 野菜

ＩＴ Ｉヌ１で は様４な種類のＷ菜の作やｌけ をｔニｉ つて いる が、 小規模農家が１く 、また

１品種少：Ｉを産のため販売コ スト もかかる 。４１１Ｊｊ ｒＵｌｔＳや条件；；Ｆｉｊｊきで は、 稲の

搾Ｍ・け に］Ｆｒｉｌｉ］ きな場所もあ り、 転搾搾物として農ｊきを保をしてい くために も：ＩＸ

であ る。 Ｓ売手数料や包装等の コス トの一部を支援するこ とで農家所得の自上を

図る とと もに生産量の維持 ・拡大を図る。

また、野菜の４１ でもな下の１０品 目については、地域振興作物と して作イ４けを

推進 して いく。

（ア）果菜類

果菜類の ｑ＝１で 、「 きゅ うり 」、 「な す」 、「 ピー マン 」、 「ホオズキ」 は、 地域

で振興し てい る作物で あり 、圭食Ｊｌｌ 米か らの転作 を進めながら 。担 い手への

土ｊきの集積も進めて、作Ｍ・ けを拡大 して いく 。特に「 きゅ うり 」については

ｌ’のミ組と して作付けを推進 して おり 回丁内外において今後需要が見ｉ２ｓまれて

いる。

（イ ）葉茎菜類

葉茎菜類の４］で 、「アスパラ ガス 」、 「ナバナ」、 「ホ ウレ ンソ ウ」 、「キャベ

ツ」 、「 ブロ ッコ リー」は」き域で振Ｓ して いる作物であ り、 圭食Ｊｉｌ米からの転

作を進めながら担い手への土ｊきの集積も進めて。作付けを拡大してい く。

「キ ャベ ツ」 、「 ブロ ッコ リー」に ついては、県内に おいて十分な需要が見込

まれる。

（ウ ）イ モ類

イモ類の ｑコ で、 「さ とい も」 は県内において十分な需要が見３１まれる。主

食Ｊｉｌ米からの転作を進めて作やｔけを拡大してい く。

イ　 果樹類

「柚子」 、「栗」 の生産が圭で あり 。振興品 目と して作や」・ けを拡大 して いく。

「柚子」 は地Ｊｉ；の醸造所を ４１ むに利Ｊｉｌ されてい る。 「・」はｌｌｒ外和菓子メ ーカー

とのミ組を進めて いる。これらのミ組によっ て］Ｆ作付地等への新植や改植を進

め、 作やｔけを拡大すると とも に、 ｉ荷量を増加させてい くｏ 転作を推進する一

方で、果樹への転作にあた っては新植後、出荷できる よう になるまでの数年『ＭＩ

は、 その農ｊ・ｔ！３ において １１又入を得 られない状態 とな り、 除草や施ｌｌＥな どコ ストだ



けがかか る状態と なる 。こ のた め新植２ 年目 から の３ 年間 にお いて コス トの一

部を補助する ことによ り果樹への転作を促す。

、５　 作物ごとの作付予定・積等　～　 ８　 産ｌｔ！！交付・の■・１１１１方法のｌｌ細

別紙のと おり

※　 農業ｌｉ生協議会の構成ａ一覧 （会員４５簿）を・１４してく ださ い。
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